
第
二
章 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
天
皇
・
将
軍
認
識 

   
 
 

は
じ
め
に 

  

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
日
本
布
教
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
「
日
本
国
王
（rei de Japão

）
」(

1
)

の
い

る
所
へ
赴
き
、
次
い
で
諸
大
学
を
訪
れ
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。
こ
の
計
画
は
、
来
日
前
か
ら
入
京
す
る

ま
で
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
諸
大
学
に
つ
い
て
はuniversidades

と
複
数
形
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
京
都
及
び
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
諸
寺
院
で
あ
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
問
題
は
「
日

本
国
王
」
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
前
章
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
書
翰
か
ら
「
国
王
（rei

）
」
が
誰
を
指
す
の
か
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、
ザ
ビ
エ
ル
入
京
を
契
機
に
「
国
王
」
の
該
当
者
が
天
皇
・
将
軍
か
ら
大
名
へ
と
変

化
す
る
点
、
国
の
捉
え
方
も
日
本
全
国
か
ら
戦
国
大
名
領
国
単
位
へ
と
変
化
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
は
、
戦
国
期
の
日
本
を
統
一
国
家
と
理
解
せ
ず
、
複
数
の
大
名
領
国
か
ら
な
る
国
家
で
あ
る
と
の
認

識
に
改
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
し
か
し
、
前
章
で
は
ザ
ビ
エ
ル
入
京
以

前
の
「
国
王
」
を
天
皇
・
将
軍
と
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
か
片
方
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
両
者
を
指
す

の
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
検
討
は
保
留
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
ザ
ビ
エ
ル
が
謁
見
し
よ
う
と
し
た
「
国
王
」
に
関
す
る
研
究
が
こ
れ
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た

か
と
い
え
ば
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
清
水
紘
一
氏
が
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る(

2
)

。
従
来
、
ザ
ビ
エ
ル

の
謁
見
し
よ
う
と
し
た
「
国
王
」
は
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た(

3
)

。
こ
れ
に
対
し
て
、

氏
は
、
来
日
後
の
日
本
発
信
書
翰
に
書
か
れ
た
「
国
王
」
関
連
記
事
を
分
析
し
た
結
果
、
宣
教
師
の
間
で

日
本
の
「
国
王
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
、
来
日
前
は
天
皇
と
将
軍
、
来
日
後
は
将
軍
で
あ
る
と

結
論
づ
け
た
。 

 

清
水
氏
の
実
証
的
な
分
析
に
よ
り
、
ザ
ビ
エ
ル
の
「
国
王
」
認
識
や
国
王
訪
問
計
画
が
よ
り
鮮
明
に
な

っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
に
よ
っ
て
新
た
な
疑
問
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
天
皇
の
存
在
で
あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
は
来
日
前
天
皇
を
日
本
の
最
高
の
「
国
王
」
と
認
識
し
て
お
り
、

実
際
入
京
時
に
は
天
皇
訪
問
を
試
み
て
い
る(

4
)

。
こ
の
事
実
を
と
っ
て
も
、
来
日
後
天
皇
を
無
視
し
た
と
は

考
え
に
く
い
。
ザ
ビ
エ
ル
は
来
日
後
天
皇
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
に
記
さ
れ
て
い
る
「
国
王
」
が
誰
を
指

す
の
か
と
い
う
視
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
皇
・
将
軍
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
角
度

か
ら
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
、
両
視
点
か
ら
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 
 

一 

「
国
王
（rei

）
」
の
該
当
者
分
析 

  

ザ
ビ
エ
ル
の
天
皇
・
将
軍
認
識
を
考
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず
最
初
に
「
国
王
（rei

）
」
の
該
当
者
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
節
で
は
、rei

の
該
当
者
分
析
を
行
い
た
い
。
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
か
ら
「
国
王
」
関

連
箇
所
を
抽
出
し
、
表
に
ま
と
め
て
み
た
。
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
布
教
を
決
意
し
て
日
本
情
報
収
集
に
努 

 



                                       

め
た
時
期
か
ら
検
索
し
、
日
本
布
教
後
コ
ー
チ
ン
に
て
発
信
し
た
書
翰
ま
で
の
二
四
件
を
取
り
上
げ
た
。



こ
の
二
四
件
以
外
は
、
「
国
王
」
の
該
当
者
が
大
名
で
あ
る
の
で
除
外
し
た
。
な
お
、
ザ
ビ
エ
ル
没
後
で

あ
る
が
、
天
皇
を
指
す
事
例
が
一
五
五
四
年
付
、
ゴ
ア
発
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
宛
ペ
ド
ロ
・
デ
・

ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
書
翰
に
六
件
あ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
載
せ
た
。
以
下
、
表
を
も
と
に
検
証
し
て
い
く
。 

  
 
 

１ 
来
日
以
前
の
「
国
王
」
の
該
当
者 

  

日
本
の
権
力
者
に
関
す
る
最
初
の
詳
細
な
報
告
書
は
、
ニ
コ
ラ
オ
・
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
で
あ

る
。
ザ
ビ
エ
ル
は
日
本
布
教
を
決
意
す
る
と
、
そ
の
情
報
収
集
を
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
に
依
頼
し
た
。
ラ
ン
チ

ロ
ッ
ト
は
イ
タ
リ
ア
出
身
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
で
、
当
時
は
ゴ
ア
の
聖
パ
ウ
ロ
学
院
の
院
長
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
ゴ
ア
に
来
た
日
本
人
ア
ン
ジ
ロ
ー
に
教
理
教
育
を
施
す
か
た
わ
ら
、
日
本
に
関
す
る
情
報
を
聴
取

し
た
。
そ
れ
が
日
本
報
告
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
の
作
成
し
た
日
本
報
告
は
ザ
ビ
エ
ル
に
と
っ
て
貴
重

な
資
料
と
な
り
、
日
本
の
権
力
者
に
関
し
て
も
こ
の
報
告
を
も
と
に
理
解
し
た
に
違
い
な
い
。 

 

同
報
告
に
つ
い
て
は
、
岸
野
久
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る(

5
)

。
同
報
告
は
四
種
類
あ
り
、
そ
の
内
最
初
の

も
の
は
一
五
四
八
年
夏
に
ゴ
ア
で
作
成
さ
れ
た
「
第
一
日
本
情
報
第
一
稿
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
だ
イ

ン
ド
総
督
ガ
ル
シ
ア
・
デ
・
サ
ァ
が
さ
ら
に
世
俗
的
な
情
報
を
求
め
た
た
め
、
別
に
作
成
さ
れ
た
の
が
「
第

二
日
本
情
報
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
に
よ
っ
て
改
編
さ
れ
た
も
の
が
「
第
一
日
本
情
報
第

二
稿
・
第
三
稿
」
で
あ
り
、
計
四
種
類
の
報
告
書
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

編
『
日
本
関
係
海
外
史
料 

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
集
』(

6
)

に
は
、
第
一
日
本
情
報
（
六
号
書
翰
）
と
第
二

日
本
情
報
（
七
号
書
翰
）
が
掲
載
さ
れ
、
第
一
情
報
第
二
稿
・
第
三
稿
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、

編
者
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
同
書
翰
集
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
四
種
類
あ
る
ラ
ン
チ
ロ

ッ
ト
の
日
本
報
告
は
網
羅
で
き
る
こ
と
に
な
る
。 

 

表
に
よ
れ
ば
、
第
一
情
報
で
あ
る
六
号
書
翰
に
は
三
件
「
国
王
（rei

）
」
が
登
場
す
る
。
最
初
に
日
本

の
「
全
土
が
一
人
の
国
王
（hum

 rey

）
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
表N

o.1

）
。r

ey

が
天
皇
か
将
軍
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「
一
人
（hum

）
」
と
あ
る
以
上
ど
ち
ら
か
片
方
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
部
分
か
ら
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い(

7
)

。
次
の
表N

o.2

は
、
「
最
高
の
国
王
（r

ey prym
çypal

）
は
そ
の
国
の
言
葉
で
皇
（V

o

）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
国
王
」
＝

「
皇
」
す
な
わ
ち
天
皇
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
考
え
る
「
国
王
」
は
天
皇
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。 

 

続
い
て
第
二
情
報
で
あ
る
七
号
書
翰
を
見
て
い
こ
う
。
同
書
翰
に
は
「
国
王
」
の
事
例
が
一
件
確
認
で

き
る
。
「
彼
等
の
間
で
は
グ
ォ
シ
ー
（G

uoxy

御
所
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
最
高
の
王
（o rei prim

cipal

）
」

と
あ
る
（
表N

o.4

）
。
「
グ
ォ
シ
ー
」
は
御
所
す
な
わ
ち
将
軍
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
将
軍
も
「
国
王
」
で

あ
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

以
上
、
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
で
は
、
「
国
王
」
は
天
皇
を
指
す
場
合
と
将
軍
を
指
す
場
合
に
分

か
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
両
者
を
日
本
の
「
国
王
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
ザ
ビ
エ
ル
は
来
日
す
る
ま
で
に
数
多
く
の
書
翰
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
七
通
に
「
国

王
」
の
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。
内
容
は
、
国
王
訪
問
を
計
画
し
て
い
る
記
事
、
国
王
へ
の
贈
り
物
の
準
備

に
関
す
る
記
事
、
大
学
情
報
（
国
王
の
居
住
す
る
近
く
に
大
学
が
あ
る
と
い
う
形
で
）
で
、
八
件
確
認
で

き
る
（
表N

o.5

～N
o.12

）
。
八
件
す
べ
て
がrei

と
い
う
単
数
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
天
皇
か
将
軍

の
い
ず
れ
か
を
指
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
特
定
す
る
記
述
が
な
い
以
上
、

「
天
皇
と
将
軍
の
い
ず
れ
か
」
と
い
う
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
単
数
形
で
は
あ
る
が
、
両
者



を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。 

  
 
 

２ 

ザ
ビ
エ
ル
来
日
後
か
ら
入
京
ま
で
の
「
国
王
」
の
該
当
者 

  

現
存
す
る
ザ
ビ
エ
ル
来
日
後
か
ら
入
京
ま
で
の
日
本
発
信
書
翰
は
、
管
見
の
限
り
鹿
児
島
発
書
翰
だ
け

で
あ
る
。
清
水
紘
一
氏
は
こ
の
鹿
児
島
発
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
か
ら
「
国
王
」
の
該
当
者
に
つ
い
て
詳
細
な
分

析
を
行
っ
て
い
る
。
氏
の
研
究
を
も
と
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

ザ
ビ
エ
ル
は
鹿
児
島
か
ら
数
通
の
書
翰
を
発
信
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
国
王
」
が
登
場
す
る
書
翰

は
三
通
あ
る
。
ま
ず
、
一
五
四
九
年
一
一
月
五
日
（
天
文
一
八
年
一
〇
月
一
六
日
）
付
、
鹿
児
島
発
ゴ
ア

の
イ
エ
ズ
ス
会
員
宛
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
で
あ
る(

8
)

。
こ
の
書
翰
に
は
五
件
（
表N

o.13

～17

）
「
国
王
」
が
登

場
す
る
。 

 

【
史
料
１
（
表N

o.13

）
】 

 

私
達
が
当
地
に
到
着
し
た
の
は
、
日
本
の
首
都
で
あ
り
、
国．
王．
や
国
の
有
力
な
領
主
達
が
居
住
し

て
い
る
都
に
赴
く
に
は
逆
風
の
吹
い
て
い
た
時
期
で
し
た
（N

os chegam
os a ella em

 tem
po que 

os ventos erão contrarios para ir a M
iáco, que hé a principal cidade de Iapão, donde el rei,

 e os m
aiores senhores do reino residem

.

）
。
［
傍
点
筆
者
（
以
下
同
様
）
］(

9
) 

 

【
史
料
２
（
表N

o.14,15

）
】 

 

坂
東
は
非
常
に
大
き
な
所
領
で
あ
り
、
同
地
に
は
太
守
六
人
が
い
て
、
彼
等
の
う
ち
の
一
人
は
有

力
者
で
あ
り
、
そ
の
者
に
全
員
が
従
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
有
力
者
は
都
の
大
な
る
王．
で
あ
る
日
本

の
国．
王．
に
服
従
し
て
い
ま
す
（B

andóu hé hum
a senhoria m

ui grande, onde há seis duques, &
 

antre elles há hum
 principal, ao qual todos obedecem

. Este principal tem
 obediencia ao rei

 de Iapam
, que hé o gran rei de M

iáco.

）
。(

1
0
) 

 

【
史
料
３
（
表N

o.16.17

）
】 

 

そ
の
国
［
中
国
］(1

1
)

へ
は
日
本
の
国．
王．
の
安
全
通
交
証
を
持
参
す
れ
ば
、
シ
ナ
人
か
ら
虐
待
を
受
け

ず
に
無
事
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
国
王
が
私
達
の
友
人
と
な
り
、
そ
し
て
彼
か
ら
こ
の

安
全
通
交
証
を
た
や
す
く
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
私
達
は
神
に
信
頼
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
あ
な
た
方
に
、
日
本
の
こ
の
国．
王．
が
シ
ナ
の
国
王
の
友
人
で
あ
り
、
…
…
（C

hina, ao qual se 
pode ir seguram

ente, sem
 receber m

ão tratam
ento dos chinas, levando salvo conduto do rei

 de Iapão, o qual confiam
os em

 D
eos que sera nosso am

igo, e que facilm
ente se alcançara

 delle seguro: porque vos faço saber que este rei de Iapão hé am
igo del rei da C

hina,......

）
。

(
1
2
) 

  

清
水
氏
は
三
史
料
の
検
討
の
結
果
、
五
件
の
「
国
王
」
が
す
べ
て
足
利
将
軍
を
指
し
て
い
る
と
論
じ
て

い
る(

1
3
)

。
氏
は
、【
史
料
２
】
の
坂
東
に
所
領
を
も
つ
有
力
者
は
鎌
倉
公
方
あ
る
い
は
関
東
管
領
と
解
さ
れ
、

そ
の
者
が
服
従
し
て
い
る
「
国
王
」
は
足
利
将
軍
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
【
史
料
３
】
は
勘
合
貿
易
に

触
れ
た
記
事
で
あ
る
が
、
氏
は
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
国
王
」
が
明
国
皇
帝
か
ら
冊
封
さ
れ
た
日
本
国
王
と

解
し
て
足
利
将
軍
と
す
る
。
以
上
の
分
析
は
疑
う
余
地
も
な
く
、
氏
に
従
い
た
い
。 



 
次
は
、
一
五
四
九
年
一
一
月
五
日
付
、
鹿
児
島
発
ゴ
ア
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ゴ
メ
ス
宛
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
で

あ
る(

1
4
)

。
こ
の
書
翰
に
は
一
件
「
国
王
」
の
事
例
（
表N

o.18

）
が
確
認
で
き
る
。 

 
【
史
料
４
（
表N

o.18

）
】 

 

パ
ー
ド
レ
達
が
来
る
時
に
は
、
（
イ
ン
ド
）
総
督
が
日
本
の
国．
王．
へ
書
状
と
一
緒
に
贈
物
を
す
る

よ
う
に
働
き
か
け
て
下
さ
い
（Los Padres quando venieren, hazed con el G

ouvernador que m
a

nde algunas piessas y prezientes para el rey de Japán con una carta

）
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
が
私

達
の
聖
な
る
信
仰
に
改
宗
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
堺
に
商
館
が
設
け
ら
れ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
に
十

分
な
現
世
的
利
益
が
齎
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
神
に
あ
っ
て
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
地
は

非
常
に
大
き
な
港
で
あ
り
、
ま
た
甚
だ
裕
福
な
商
人
が
多
数
い
る
都
市
で
も
あ
り
、
日
本
の
そ
の
他

の
地
方
に
お
け
る
よ
り
も
多
量
の
金
銀
が
あ
り
ま
す
。(

1
5
) 

  

イ
ン
ド
総
督
が
「
日
本
国
王
」
宛
の
書
状
と
贈
り
物
を
用
意
す
る
よ
う
に
、
ザ
ビ
エ
ル
が
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ゴ
メ
ス
へ
依
頼
し
て
い
る
記
事
で
あ
る
。
「
日
本
国
王
」
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
れ
ば
、
堺
に
商
館
が

設
立
さ
れ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
は
多
大
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
伝
達
し
て
い
る
。
清
水
氏
は
、

堺
商
館
設
立
か
ら
勘
合
貿
易
に
関
係
す
る
記
事
と
し
て
、
こ
の
「
日
本
国
王
」
も
足
利
将
軍
と
し
て
い
る
。

堺
商
館
設
立
の
記
事
が
勘
合
貿
易
に
結
び
つ
く
か
ど
う
か
は
更
な
る
傍
証
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
「
国
王
」
を
天
皇
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
や
は
り
将
軍
と
す
る
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。 

 

最
後
に
一
五
四
九
年
一
一
月
五
日
付
、
鹿
児
島
発
マ
ラ
ッ
カ
長
官
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ァ
宛

ザ
ビ
エ
ル
書
翰(

1
6
)

で
、
四
件
（
表N

o.19

～22

）
確
認
で
き
る
。
内
容
は
、
都
に
国
王
が
い
る
と
い
う
記
事

（N
o.19

）
、
そ
の
国
王
へ
の
贈
り
物
に
関
す
る
記
事
（N

o.20

）
、
堺
商
館
設
立
関
連
記
事
（N

o.21,22

）

で
あ
る
。
こ
の
四
件
に
つ
い
て
も
清
水
氏
の
見
解
通
り
「
国
王
」
は
足
利
将
軍
で
問
題
な
い
と
い
え
る
。 

 

以
上
、
「
国
王
」
が
誰
を
指
す
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
鹿
児
島
発
信
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
三

通
に
書
か
れ
て
い
る
「
国
王
」
の
該
当
者
は
足
利
将
軍
と
な
る
。 

  
 
 

３ 

ザ
ビ
エ
ル
入
京
後
の
「
国
王
」
の
該
当
者 

  

ザ
ビ
エ
ル
の
入
京
を
契
機
に
、
「
国
王
」
の
該
当
者
が
天
皇
・
将
軍
か
ら
大
名
へ
と
変
化
す
る
点
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
前
項
で
論
じ
た
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
「
国
王
」
が
大
名
を
指
す
事
例
は
対
象
外
と
し
、

対
象
を
天
皇
と
将
軍
に
絞
っ
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

 

ザ
ビ
エ
ル
入
京
後
の
書
翰
で
、
「
国
王
」
の
該
当
者
が
天
皇
・
将
軍
と
な
る
も
の
は
、
一
五
五
二
年
一

月
二
九
日
（
天
文
二
一
年
一
月
四
日
）
付
、
コ
ー
チ
ン
発
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
宛
ザ
ビ
エ
ル
書

翰(
1
7
)

に
二
件
み
ら
れ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
が
在
日
時
の
こ
と
を
回
想
し
た
場
面
で
登
場
す
る
。 

 

【
史
料
５
（
表N
o.23

）
】 

 

彼
等
［
日
本
人
と
り
わ
け
武
士
］
は
唯
一
人
の
国．
王．
を
戴
い
て
い
る
人
々
で
す
が
、
彼
等
が
彼
に

従
わ
な
く
な
っ
て
か
ら
一
五
〇
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
、
彼
等
の
間
に
戦
争
が

絶
え
ま
せ
ん
。
（H

é gem
te que tem

 hum
 soo rey, porem

 há m
ays de cem

to e cim
puoenta a

nnos que lhe nom
 obedecem

）
。(

1
8
) 

 



【
史
料
６
（
表N

o.24

）
】 

 
［
ザ
ビ
エ
ル
は
］
都
に
到
着
し
た
の
ち
、
私
達
は
数
日
間
滞
在
し
ま
し
た
。
私
達
は
、
神
の
教
え

を
そ
の
国
で
説
教
す
る
た
め
の
許
可
を
請
願
す
る
た
め
に
、
国．
王．
と
話
そ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
私

達
は
彼
と
話
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
（C

hegados a M
yaco, estivem

os alguns dias. Traba
lham

os por falar com
 el-rey pera lhe pedir licem

ça, pera em
 seu regno preguar a ley de D

eus. N
os pudem

os falar com
 ele.

）(
1
9
)

。 
  

【
史
料
５
】
は
「
彼
等
」
が
「
唯
一
人
の
国
王
」
を
戴
く
と
あ
る
。
一
五
〇
年
と
い
う
数
字
を
そ
の
ま

ま
信
用
し
て
よ
い
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
書
翰
の
書
か
れ
た
一
五
五
二
年
の
一
五
〇
年
以
上
前
と
い
え
ば
、

南
北
朝
期
も
し
く
は
足
利
義
満
の
時
代
に
あ
た
る
。
そ
の
時
す
で
に
誰
も
従
わ
な
く
な
っ
た
「
国
王
」
と

言
え
ば
、
天
皇
を
指
し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い(

2
0
)

。
【
史
料
６
】
の
「
国
王
」
は
明
ら
か
に
天
皇
で

あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
が
謁
見
を
試
み
た
相
手
は
、
将
軍
で
は
な
く
天
皇
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
同

書
翰
の
「
国
王
」
の
該
当
者
は
天
皇
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。 

 

次
に
ザ
ビ
エ
ル
没
後
と
な
る
が
、
一
五
五
四
年
付
、
ゴ
ア
発
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
宛
ペ
ド
ロ
・

デ
・
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
書
翰(

2
1
)

に
、
天
皇
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
「
国
王
」
の
事
例
が
あ
る
（
表N

o.25

～30

）
。

こ
れ
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
京
都
を
訪
れ
た
と
き
に
起
こ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は

「
都
の
国
王
」
が
足
を
洗
っ
た
盥
を
神
聖
な
も
の
と
し
て
頭
に
被
る
行
為
を
目
撃
し
た
こ
と
、
「
国
王
」

は
神
聖
で
は
な
く
な
る
た
め
に
足
を
地
面
に
つ
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
こ
と
、
「
国
王
」
を

偶
像
の
霊
魂
が
見
張
り
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
「
国
王
」
を
異
様
な
権
力
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。 

 

こ
の
書
翰
の
「
国
王
」
は
明
ら
か
に
天
皇
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
パ
ー
ド
レ
・
メ
ス
ト
レ
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
こ
の
土
地
に
い
た
時
、
都
か
ら
一
個
の
盥
を
持
っ
て
き
た
人
が
到
着
し
ま
し
た
。
人
び

と
は
（
彼
等
が
聖
者
と
見
做
し
て
い
る
）
都
の
国
王
が
そ
れ
で
足
を
洗
っ
た
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
（N

o 
tem

po que o Padre M
estre Francisco estava nesta terra, chegou hum

 hom
em

 de M
iáco (que elle

s têm
 com

o santo

）
」(

2
1
)

と
書
か
れ
て
お
り
、
ザ
ビ
エ
ル
が
来
日
し
た
時
期
の
京
都
に
は
天
皇
し
か
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
は
、
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
に
よ
っ
て
畿
内
布
教
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
ま
で
、
天
皇
と
将

軍
に
関
す
る
記
事
は
管
見
に
触
れ
な
い
。
こ
の
間
、
「
国
王
」
関
連
記
事
は
す
べ
て
大
名
の
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
畿
内
布
教
が
開
始
さ
れ
る
と
、
畿
内
の
権
力
者
に
関
す
る
情
報
も
書
翰
で
伝
達
さ
れ
、

天
皇
と
将
軍
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
五
六
〇
年
六
月
二
日
（
永
禄
三
年
五
月
九
日
）

付
、
都
発
豊
後
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
宛
ロ
レ
ン
ソ
書
翰
に
は
、
「
御
所
と
称
す
る
国
王
（o R

ei cham
ado G

oxo

）
」
と
「
彼
ら
［
日
本
人
］
が
皇
と
称
す
る
主
た
る
国
王
（o principal R

ei a quem
 elles cham

ão 
V

ó

）
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る(

2
3
)

。
天
皇
・
将
軍
両
者
にR

ei

を
用
い
て
お
り
、
ヴ
ィ
レ
ラ
の
畿
内
布
教
段
階

で
も
両
者
を
「
国
王
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

  

以
上
、
日
本
の
「
国
王
」
の
該
当
者
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。
来
日
前
は
天
皇
・
将
軍
、

来
日
後
か
ら
入
京
前
ま
で
は
将
軍
、
入
京
後
は
天
皇
を
指
す
事
例
の
み
と
な
る
。
入
京
後
に
天
皇
の
み
を

指
す
事
例
は
不
自
然
で
は
な
い
。
当
時
将
軍
は
三
好
長
慶
と
の
抗
争
に
敗
れ
た
細
川
晴
元
と
と
も
に
近
江

に
逃
れ
て
お
り
、
京
都
不
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
宣
教
師
が
天
皇
の
み
の
記
事
し
か
記
さ
な
か
っ
た

の
は
納
得
が
い
く
。
し
か
し
、
来
日
後
か
ら
入
京
前
ま
で
の
時
期
だ
け
「
国
王
」
の
該
当
者
が
将
軍
と
な

る
の
に
は
違
和
感
が
残
る
。
来
日
後
か
ら
入
京
ま
で
の
、
「
国
王
」
が
将
軍
を
指
す
事
例
は
、
全
て
が
状



況
証
拠
に
よ
っ
て
「
将
軍
」
と
比
定
し
た
も
の
で
、
ザ
ビ
エ
ル
が
将
軍
を
念
頭
に
置
い
て
書
い
て
い
る
と

は
書
翰
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
来
日
後
日
本
の
「
国
王
」
を
将
軍
と
改
め
た
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
書

翰
に
記
し
た
は
ず
で
あ
る
し
、
京
都
に
い
な
く
て
も
将
軍
の
い
る
と
こ
ろ
ま
で
赴
い
て
も
よ
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ザ
ビ
エ
ル
は
そ
う
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
な
い
。
果
た
し
て
ザ
ビ
エ
ル
は
来
日

後
に
日
本
の
「
国
王
」
が
将
軍
一
人
で
あ
る
と
認
識
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

そ
こ
で
、
次
節
で
は
ザ
ビ
エ
ル
が
天
皇
・
将
軍
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
か
と
い
う
、
ザ
ビ
エ
ル
の
認
識

と
い
う
別
の
角
度
か
ら
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 
 

二 

ザ
ビ
エ
ル
の
天
皇
・
将
軍
認
識 

  
 
 

１ 

天
皇
・
将
軍
認
識
の
変
化
の
有
無 

  

ザ
ビ
エ
ル
が
天
皇
と
将
軍
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
入
手
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
ニ
コ
ラ
オ
・
ラ

ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
か
ら
で
あ
る
。
同
報
告
に
み
ら
れ
る
天
皇
と
将
軍
に
関
す
る
記
事
を
引
用
し
よ

う
。 

 

【
史
料
７
】 

  

彼
［
ア
ン
ジ
ロ
ー
］
は
最
初
に
、
日
本
の
島
は
六
〇
〇
レ
グ
ア
の
長
さ
で
あ
り
、
全
土
が
一
人
の
国

王
（hum

 rey

）
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
配
下
に
、
公
爵
達
（duqu

es

）
と
伯
爵
達
（condes

）
の
よ
う
な
そ
の
他
の
諸
領
主
（senhores

）
が
い
る
、
と
彼
は
言
っ
て
い

ま
す
。
日
本
全
土
に
は
一
四
人
の
領
主
が
お
り
、
こ
れ
ら
諸
領
主
の
う
ち
誰
か
が
死
ぬ
と
、
そ
の
嫡

子
が
領
国
の
後
継
者
と
な
り
、
そ
の
他
の
息
子
達
に
対
し
て
、
彼
等
が
つ
ね
に
長
子
に
従
う
と
の
条

件
で
、
そ
の
生
計
の
た
め
に
い
く
ら
か
の
土
地
を
付
与
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
彼
等
は
決
し
て
領
国

を
分
割
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
最
小
の
領
主
は
一
〇
〇
〇
〇
人
の
戦
闘
員
を
持

ち
、
他
の
者
は
各
々
一
五
〇
〇
〇
人
、
二
〇
〇
〇
〇
人
、
三
〇
〇
〇
〇
人
の
戦
闘
員
を
持
っ
て
い
る
、

と
彼
は
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
彼
が
語
る
に
は
、
）
最
高
の
国
王
（rey prym

çypal

）
は
そ
の
国
の
言
葉
で
皇(V

o)

と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
彼
等
の
間
で
は
最
高
の
階
級
で
す
。
こ
の
階
級
の
者
た
ち
は
他
の
階

級
の
者
た
ち
と
は
結
婚
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
皇
は
彼
等
の
間
で
は
私
達
の
間
の
教
皇
（papa

）

の
如
き
存
在
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
ま
す
。
彼
は
世
俗
の
者
に
対
す
る
の
と
同
様
、
こ
の
国
に
多
数
い

る
聖
職
者
に
対
し
て
も
権
限
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
対
し
て
絶
対
的
な
権
能
を

所
有
し
て
い
ま
す
が
、
誰
か
を
裁
く
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
は
決
し
て
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
は
私

達
の
間
の
皇
帝
（Em
perador

）
同
様
に
彼
等
の
中
の
他
の
者
に
全
責
任
を
委
ね
て
い
る
、
と
彼
（
ア

ン
ジ
ロ
ー
）
は
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
者
は
御
所(G

oxo)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
日
本
全
体
に
つ

い
て
の
命
令
権
（m

ando

）
と
支
配
権
（im

peryo

）
を
所
持
し
て
い
ま
す
が
、
彼
は
前
述
の
皇
に
服

従
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
御
所
が
皇
を
訪
ね
て
行
く
時
に
は
床
に
膝
を
つ
け
る
、
と
彼
（
ア
ン
ジ
ロ

ー
）
は
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
彼
は
諸
領
主
（señhores

）
、
武
将
（capitanes

）
及
び
士
卒
（solda

dos

）
と
か
ら
な
る
大
き
な
政
庁
を
持
ち
、
裁
判
や
戦
争
の
任
務
を
帯
び
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
も
し

も
御
所
が
何
か
悪
い
事
件
を
企
て
よ
う
と
す
れ
ば
、
皇
は
彼
か
ら
領
国
を
奪
い
取
る
こ
と
が
で
き
る



し
、
ま
た
そ
れ
が
価
値
あ
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
の
首
を
斬
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
彼
［
ア
ン

ジ
ロ
ー
］
は
言
っ
て
い
ま
す
。(

2
4
) 

  

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
皇
は
教
皇
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
世
俗
の
者
に
も
聖
職
者
に

対
し
て
も
権
限
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
対
し
て
絶
対
的
な
権
限
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
は

日
本
の
絶
対
権
力
者
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
あ
と
に
、
天
皇
は
全
責
任
を

皇
帝
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
「
御
所
（G

oxo

）
」
に
委
ね
て
い
る
と
あ
る
。
将
軍
は
日
本
全
体
の
命
令
権
・

支
配
権
を
有
し
、
大
き
な
政
庁
を
持
っ
て
裁
判
や
任
務
を
帯
び
て
い
る
。
そ
の
将
軍
も
最
終
的
に
は
天
皇

に
服
従
し
て
お
り
、
何
か
悪
い
事
件
を
企
て
よ
う
と
す
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
日
本
報
告
の
内
容
が
、
当
該
期
日
本
の
天
皇
・
将
軍
の
関
係
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
正
確
な
記

述
で
あ
る
か
ど
う
か
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
ザ
ビ
エ
ル
は
天
皇
と
将
軍
を
と
も
に
「
国

王
（rei

）
」
と
認
識
し
て
い
た
が
、
両
者
が
対
等
な
関
係
に
あ
る
と
は
捉
え
ず
、
将
軍
は
天
皇
か
ら
委
任

さ
れ
た
権
力
者
で
、
最
終
的
な
権
限
は
天
皇
に
あ
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。 

 

以
上
の
天
皇
と
将
軍
に
対
す
る
認
識
を
来
日
後
改
め
た
形
跡
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
来
日
後
の

「
国
王
」
関
連
記
事
は
、
ザ
ビ
エ
ル
の
日
本
布
教
計
画
の
中
で
登
場
す
る
。
そ
の
該
当
者
は
、
当
該
期
日

本
の
社
会
情
勢
か
ら
考
え
て
将
軍
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
点
は
前
節
で
述
べ
た
。
そ
れ
で
は
、
ザ
ビ
エ
ル

の
視
点
か
ら
考
え
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
ザ
ビ
エ
ル
は
天
皇
と
将
軍
を
明
確
に
区
別

し
て
報
告
し
て
い
な
い
た
め
、
日
本
の
布
教
方
針
か
ら
「
国
王
」
認
識
の
変
化
の
有
無
を
探
る
こ
と
に
す

る
。 

 

来
日
前
ザ
ビ
エ
ル
は
、
日
本
布
教
に
際
し
て
「
国
王
」
と
諸
大
学
の
訪
問
を
計
画
に
立
て
て
い
た
。
来

日
後
の
鹿
児
島
発
書
翰
に
も
こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
内
容
も
「
国
王
」
の
住
む
京
都
に
関
す
る
情

報
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
諸
大
学
訪
問
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
来
日
前
ま
で
は
京
都
に
関
す
る
大

学
情
報
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
来
日
後
に
は
「
坂
東
と
称
す
る
別
の
大
学
が
甚
だ
遠
い
所
に
あ
り
（H

ay out
ra universidade m

ui longe, a qual se cham
a B

andóu

）
」(

2
5
)

と
情
報
も
よ
り
豊
富
に
な
っ
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
「
国
王
」
と
諸
大
学
に
関
す
る
情
報
は
、
来
日
後
に
変
化
は
な
く
、
具
体
化
さ
れ
た
と
読
み
取

れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
国
王
」
に
対
す
る
認
識
も
変
化
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
「
国

王
」
認
識
に
変
化
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
す
で
に
ザ
ビ
エ
ル
は
日
本
の
「
国
王
」
に
は
天
皇
（
「
皇
（V

ó

）
」
）

と
将
軍
（
「
御
所
（G

oxo

）
」
）
が
い
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
区
別
し
て

報
告
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
ザ
ビ
エ
ル
入
京
後
の
書
翰
に
は
、
そ
れ
が
読
み
と
れ
る
記
事
が
あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
は
入
京
後

「
国
王
」
を
天
皇
・
将
軍
か
ら
大
名
へ
と
認
識
を
改
め
た
。
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
に
は
「
彼
［
天
皇
］
に
は
そ

の
臣
民
達
が
服
従
し
て
い
な
い
と
い
う
情
報
を
得
（E depoys que tivem

os em
fform

ação que nom
 hé 

obedecido dos seus

）
」
た(

2
6
)

、
「
そ
の
地
［
京
都
］
は
（
宣
教
す
る
）
状
況
に
な
い
（a terra nom

 est
ava em

 desposyção

）
」(
27
)

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
「
国
王
」
に
対
す
る
認
識
の
変
化
が
窺
え
る
。 

  

ま
た
、
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
畿
内
布
教
段
階
で
は
、
天
皇
と
将
軍
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。 

 

【
史
料
８
】 

た
い
へ
ん
身
分
の
高
い
坊
主
（
仏
僧
）
の
仲
介
で
、
司
祭
は
日
本
の
全
て
の
領
主
が
服
従
し
て
お
り
、

日
本
全
国
の
国
王
で
あ
る
御
所
と
称
す
る
国
王
（
将
軍
足
利
義
輝
）
の
も
と
に
話
を
し
に
行
き
ま
し



た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
じ
く
都
に
居
住
し
（
天
）
皇
と
称
す
る
主
た
る
国
王
は
尊
位
し
か
な
い
が
、

こ
の
御
所
は
命
令
権
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
彼
は
司
祭
を
た
い
へ
ん
気
に
入
っ
た
様
子
を
示
し
、
自

身
が
用
い
た
盃
で
司
祭
に
飲
物
を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
友
情
の
印
で
あ
り
ま
す
（por intercessam

 
de hum

 B
onzo m

ui honrado, foi o padre falar ao R
ei cham

ado G
oxo, a quem

 todos os sño
res de Iapaõ: porque o principal R

ei a quem
 elles cham

ão V
ó, que tam

bem
 residem

 em
 M

iáco, não tem
 m

ais que dinidade, m
as este G

oxo tem
 o m

ãdo, o qual m
ostrou que logava 

m
uito com

 o padre, &
 lhe deu de beber pola taça por onde elle bebeo, que he sinal de am

izade.

）(2
8
)

。 
  

前
節
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
一
五
六
〇
年
六
月
二
日
付
、
ロ
レ
ン
ソ
書
翰
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
書
翰

に
は
、
天
皇
と
将
軍
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
は
尊
位
の
ほ
か
は
持
た
な
い
「
国
王
」
と
し
て
、

将
軍
は
権
力
を
有
し
て
い
る
「
国
王
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
ロ
レ
ン
ソ
は
、
ザ
ビ
エ
ル
に
出
会
っ
て

キ
リ
シ
タ
ン
と
な
り
、
京
都
布
教
に
尽
力
し
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
で
あ
る
。
彼
は
日
本
人
で
あ
る
の
で
、

天
皇
と
将
軍
に
つ
い
て
は
外
国
人
宣
教
師
よ
り
正
確
に
把
握
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
ロ
レ
ン
ソ
が

天
皇
と
将
軍
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
受
取
手
の
外
国
人
宣
教

師
が
両
者
を
区
別
し
て
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
レ
ン
ソ
が
両
者
を
「
国
王
」
と

し
て
説
明
し
て
い
る
の
が
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。
も
し
、
ザ
ビ
エ
ル
来
日
後
天
皇
と
将
軍
を
区
別
し
て

捉
え
て
い
れ
ば
、
ロ
レ
ン
ソ
も
こ
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
永
禄

年
間
の
畿
内
布
教
開
始
段
階
に
な
っ
て
、
宣
教
師
は
よ
う
や
く
天
皇
と
将
軍
を
区
別
し
て
把
握
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る(

2
9
)

。
よ
っ
て
、
ザ
ビ
エ
ル
来
日
前
後
で
日
本
の
国
王
に
対
す
る
認
識
の
変
化
は
な
い
と

い
う
結
論
に
達
す
る
。 

 

以
上
、
ザ
ビ
エ
ル
が
当
初
立
て
て
い
た
「
国
王
」
訪
問
計
画
を
変
更
し
た
と
い
う
記
述
が
な
い
点
、
「
国

王
」
に
対
す
る
認
識
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
記
述
が
な
い
点
か
ら
、
来
日
前
後
で
天
皇
・
将
軍
に
対
す
る

認
識
の
変
化
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
ザ
ビ
エ
ル
来
日
後
も
、
入
京
ま
で
は
ラ
ン
チ
ロ
ッ

ト
の
日
本
報
告
に
よ
る
権
力
者
情
報
を
踏
襲
し
て
い
た
と
い
え
る
。 

  
 
 

２ 

二
人
の
「
国
王
」
の
関
係 

  

こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ
っ
て
、
ザ
ビ
エ
ル
は
来
日
以
前
か
ら
入
京
す
る
ま
で
、
天
皇
と
将
軍
両
者
を
日

本
の
「
国
王
」
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
を
二
、
三
残
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

第
一
に
、
来
日
後
の
「
国
王
」
の
該
当
者
が
将
軍
と
な
る
点
を
ど
う
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
前
節
の
分

析
結
果
で
は
、
来
日
後
の
鹿
児
島
発
書
翰
に
見
ら
れ
る
「
国
王
」
は
明
ら
か
に
将
軍
を
指
し
て
い
た
。
こ

の
情
報
は
お
そ
ら
く
ザ
ビ
エ
ル
が
鹿
児
島
で
都
情
報
の
収
集
に
努
め
て
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
勘
合
貿
易

の
話
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
内
容
自
体
は
将
軍
の
こ
と
を
話
し
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

ザ
ビ
エ
ル
が
こ
の
情
報
を
将
軍
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、

こ
の
こ
と
と
別
個
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
れ
で
は
、
ザ
ビ
エ
ル
は
こ
の
将
軍
情
報
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ザ
ビ
エ
ル
の

権
力
者
認
識
は
、
入
京
す
る
ま
で
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か

に
し
た
。
同
報
告
に
は
、
天
皇
が
将
軍
に
全
責
任
を
委
ね
て
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と



に
注
目
す
れ
ば
、
将
軍
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
て
も
、
そ
れ
は
将
軍
独
自
の
権
限
で
は
な
く
、
天
皇
か

ら
委
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
判
断
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
情
報
を
提
供
す
る
側
は
将
軍

の
こ
と
を
話
し
た
と
し
て
も
、
受
け
取
る
側
の
ザ
ビ
エ
ル
の
方
は
将
軍
と
天
皇
を
区
別
し
て
捉
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
文
脈
の
中
で
「
国
王
」
が
指
す
対
象
は
将
軍
で
あ
っ
て
も
、
ザ
ビ
エ
ル

の
認
識
の
上
で
は
天
皇
を
切
り
離
し
て
将
軍
の
み
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 

第
二
は
、
「
国
王
」
は
天
皇
と
将
軍
両
者
を
指
す
の
に
、
な
ぜreis

と
い
う
複
数
形
表
記
が
さ
れ
ず
に
、r

ei

と
い
う
単
数
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
日
本
の
「
国
王
」
が
天
皇
と
将
軍
両
者

な
ら
ば
、
当
然
複
数
形
の
表
記
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。reis

と
複
数
形
表
記
さ
れ
た
事
例
と
し
て
ス
ペ
イ
ン

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
イ
サ
ベ
ル
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
夫
妻
に
よ
る
共
同
統
治
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
た
め
ス
ペ
イ
ン
の
「
国
王
」
はreis

と
い
う
複
数
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る(

3
0
)

。 
 

し
か
し
、
日
本
の
場
合
、
天
皇
と
将
軍
に
よ
る
共
同
統
治
と
い
う
支
配
体
系
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の

点
ス
ペ
イ
ン
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
ザ
ビ
エ
ル
も
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
か
ら
、
天
皇
が

将
軍
に
全
責
任
を
委
ね
て
い
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
お
り
、
共
同
統
治
と
い
う
理
解
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
ス
ペ
イ
ン
の
よ
う
なreis

と
い
う
複
数
形
の
表
記
に
な
ら
ず
、rei

と
単
数
形
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
単
数
形
表
記
と
関
連
し
て
、
宣
教
師
の
書
翰
に
「
一
人
の
国
王
」
と
い
う
表
記
が
あ
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
布
教
期
に
は
、
二
件
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
第
一
情

報
（
前
掲
【
史
料
７
】
）
で
、
も
う
一
つ
は
一
五
五
二
年
一
月
二
九
日
付
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
（
前
掲
【
史
料

５
】
）
で
あ
る
。 

 

前
者
の
【
史
料
７
】
は
、
日
本
全
土
が
「
一
人
の
国
王
（hum

 rey

）
」
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と

あ
り
、
そ
の
配
下
に
「
公
爵
達
（duques

）
」
「
伯
爵
達
（condes

）
」
の
よ
う
な
「
諸
領
主
（senhores

）
」

が
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
諸
領
主
」
が
何
を
指
し
て
い
る
か
が
問
題
だ
が
、
後
で
数
万
の
「
戦
闘
員

（hom
ens de peleja

）
」
を
持
っ
て
い
る
と
あ
る
の
で
、
「
領
主
」
は
大
名
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
大

名
を
配
下
に
も
つ
権
力
者
は
将
軍
で
あ
る
の
で
、
こ
の
「
国
王
」
は
将
軍
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
宣
教
師
が
こ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
言
及
し
て
い
な
い
た
め
、
宣
教

師
の
認
識
と
い
う
点
で
は
こ
の
「
国
王
」
を
将
軍
と
理
解
し
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。 

 

【
史
料
７
】
の
後
半
部
分
に
は
「
最
高
の
国
王
」
は
「
皇
（V

o

）
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
の
「
国
王
」
は
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
「
国
王
」
と
前
述
の
「
国
王
」
を
同
一
人
物
と
す
る
な
ら
ば
、
先

程
の
内
容
は
天
皇
に
関
す
る
記
事
と
な
る
。
し
か
し
、
宣
教
師
は
「
国
王
」
を
天
皇
と
将
軍
の
両
者
に
対

し
て
用
い
て
い
る
た
め
「
国
王
」
＝
天
皇
と
断
言
も
で
き
な
い
。
も
う
一
つ
の
事
例
を
検
討
し
て
か
ら
、

結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
し
た
い
。 

 

後
者
の
【
史
料
５
】
は
、
「
彼
等
は
唯
一
人
の
国
王
（hum

 soo rey

）
を
戴
い
て
い
る
人
々
で
す
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
「
彼
等
」
が
武
家
を
指
す
こ
と
は
、
前
に
「
彼
等
は
非
常
に
好
戦
的
で
あ
り
、
つ
ね
に

戦
争
に
明
け
暮
れ
し
、
最
も
勢
力
あ
る
者
が
有
力
な
領
主
と
な
り
ま
す
（São m

uito belicosos e vivem
 

sem
pre em

 guerras

）
」(

3
1
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
武
家
が
一
五
〇
年
以
上
も
前
に

従
わ
な
く
な
っ
た
「
唯
一
人
の
国
王
」
は
、
天
皇
し
か
あ
り
え
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
同
書
翰
の
別
の
箇

所
に
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
都
に
滞
在
し
、
「
国
王
と
話
そ
う
と
努
力
（Trabalham

os por falar com
 el-rey

）
」

(
3
2
)

し
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
天
皇
で
あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
の
認
識
上
は
「
唯
一
人
の

国
王
」
と
あ
れ
ば
天
皇
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
「
国
王
」
の
該
当
者
と
い
う
視
点
で
考
え
る
な
ら
ば
将
軍
に
な
り
そ
う
な
記
事
も
、
宣
教
師

の
認
識
の
上
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
宣
教
師
は
、
天
皇
と
将
軍
両
者
を
「
国
王
」
と
す
る
も
の
の
、



絶
対
的
な
権
力
者
は
天
皇
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
天
皇
も
将
軍
に
全
責
任
を

委
ね
て
い
る
と
捉
え
て
い
た
た
め
、
両
者
を
明
確
に
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
ず
、
両
者
に
対
し
て
「
国
王
」

が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
唯
一
人
の
国
王
」
と
強
調
す
る
場
合
に
は
、
例
外
な
く
天

皇
を
指
し
て
お
り
、
日
本
の
最
高
の
「
国
王
」
は
天
皇
た
だ
一
人
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 

３ 

ザ
ビ
エ
ル
の
「
国
王
」
訪
問
計
画 

  

そ
れ
で
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
訪
問
し
よ
う
と
し
た
「
国
王
」
は
誰
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ザ
ビ
エ
ル
自

身
は
天
皇
と
将
軍
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
京
都
で
の
ザ
ビ
エ
ル
の
行
動
か
ら
検
討
し
て
い
こ

う
。 

 

ま
ず
、
天
皇
へ
の
訪
問
計
画
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
考
え
て
み
よ
う
。
天
皇
と
い
う
名
は
出
て
い
な
い
も

の
の
、
入
京
後
の
書
翰
に
は
「
国
王
」
に
謁
見
を
試
み
た
記
述
が
あ
る
（
【
史
料
６
】
）
。
ザ
ビ
エ
ル
入

京
時
、
京
都
に
は
天
皇
し
か
お
ら
ず
、
謁
見
し
よ
う
と
し
た
「
国
王
」
は
天
皇
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
従

っ
て
、
天
皇
へ
の
訪
問
計
画
は
あ
っ
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

そ
れ
で
は
、
将
軍
へ
の
訪
問
計
画
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ザ
ビ
エ
ル
入
京
時
の
将
軍
に
関
す
る
情
報

は
、
書
翰
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
に
の
み
見
ら
れ
る
。
そ
の
記
事
は
次
の
通
り
で

あ
る
。 

 

【
史
料
９
】 

司
祭
［
ザ
ビ
エ
ル
］
は
、
全
日
本
の
首
府
（a m

etropoli de todo Japão
）
で
あ
る
そ
の
（
都
の
）
町

に
着
い
て
、
そ
の
地
は
自
ら
の
目
的
（
を
遂
げ
る
の
に
）
必
要
と
思
わ
れ
る
状
態
に
は
な
い
こ
と
を

見
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
は
戦
乱
で
（
様
相
）
を
変
え
て
お
り
、
公
方
様
（C

ubosam
a

足
利

義
輝
）
は
数
人
の
重
臣
（alguns senhores

）
を
伴
っ
て
郊
外
に
（
逃
れ
て
）
い
た
。
そ
こ
で
司
祭
は
、

自
分
を
も
て
な
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
宿
主
に
一
通
の
（
紹
介
）
状
を
手
渡
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
人
は
さ
っ
そ
く
翌
日
、
（
司
祭
）
に
一
人
の
従
者
を
伴
わ
せ
て
、
そ
こ
か
ら
十
八
な
い
し
二
十

里
距
た
っ
た
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
婿
の
家
へ
彼
を
遣
わ
し
た(

3
3
)

。 
  

こ
こ
に
は
将
軍
が
重
臣
を
伴
っ
て
京
都
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
内
容

自
体
は
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
当
時
の
記
録
で
は
な
く
、
フ
ロ
イ
ス
が
手
を
加
え
た
可

能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
書
翰
に
は
将
軍
関
連
記
事
が
一
切
確
認
で
き
な
い
こ
と(

3
4
)

、
第
二
に
ザ

ビ
エ
ル
布
教
期
の
書
翰
に
は
「
公
方
（C

ubo

）
」
と
い
う
文
言
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に

つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
将
軍
に
は
「
御
所
（G

oxo

）
」
を
用
い
て
お
り
、
「
公
方
（C

ubo

）
」
が
用
い
ら

れ
る
の
は
永
禄
年
間
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
日
本
史
」
の
記
事
は
、
当
時
の
ザ
ビ
エ
ル
の

計
画
を
示
し
た
も
の
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。 

 

ま
た
、
【
史
料
９
】
の
後
半
部
分
も
書
翰
で
は
確
認
で
き
な
い
。
松
田
毅
一
氏
は
「
婿
」
を
小
西
立
佐

と
捉
え
、
「
十
八
な
い
し
二
十
里
距
た
っ
た
と
こ
ろ
」
を
得
珍
保
内
と
し
て
い
る
が
、
両
者
の
関
連
性
は

不
明
と
す
る(

3
5)

。
こ
れ
を
史
実
と
し
て
捉
え
る
に
は
、
両
者
の
関
連
性
が
確
認
で
き
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
時
点
で
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
将
軍
訪
問
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
見
い
出
せ
な
い
。 

 

以
上
、
ザ
ビ
エ
ル
は
入
京
ま
で
一
貫
し
て
天
皇
と
将
軍
両
者
を
「
国
王
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
両
者
の
関
係
は
対
等
な
も
の
で
は
な
く
、
天
皇
は
将
軍
に
全
責
任
を
委
ね
て
い
る



が
、
将
軍
は
天
皇
に
服
従
し
て
お
り
、
絶
対
的
な
権
力
は
天
皇
に
あ
る
と
の
認
識
だ
っ
た
。
日
本
の
「
国

王
」
にreis

と
い
う
複
数
形
表
記
が
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
、
日
本
の
「
国
王
」
は
ス
ペ
イ
ン
の
よ
う
な
共
同

統
治
を
し
て
い
な
い
と
理
解
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
鹿
児
島
発
書
翰
に
見
ら
れ
る
「
国

王
」
を
見
て
い
く
と
、
該
当
者
と
い
う
視
点
で
考
え
れ
ば
確
か
に
将
軍
と
な
る
が
、
ザ
ビ
エ
ル
ら
宣
教
師

の
認
識
の
上
で
は
、
天
皇
の
情
報
、
あ
る
い
は
天
皇
か
ら
全
責
任
を
委
ね
ら
れ
た
将
軍
情
報
と
な
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
宣
教
師
は
天
皇
と
将
軍
を
区
別
し
て
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

「
国
王
」
訪
問
計
画
に
関
し
て
は
、
天
皇
訪
問
計
画
は
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、
将
軍
訪
問
に
つ
い

て
は
現
存
の
史
料
か
ら
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

   
 
 

お
わ
り
に 

  

本
章
で
は
、
ザ
ビ
エ
ル
の
天
皇
・
将
軍
認
識
に
つ
い
て
、
「
国
王
」
の
該
当
者
と
い
う
視
点
と
、
天
皇

と
将
軍
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
視
点
の
二
方
向
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
結
果
、
個
々
の
文
脈
か
ら
「
国
王
」
が
示
す
対
象
と
、
ザ
ビ
エ
ル
の
認
識
上
の
「
国
王
」
の
対
象

は
区
別
し
て
考
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
国
王
」
の
該
当
者
と
い
う
視
点
に
立
っ
た

場
合
、
第
一
節
で
検
証
し
た
通
り
、
来
日
後
か
ら
入
京
ま
で
の
「
国
王
」
は
将
軍
を
指
し
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
時
の
情
報
を
ザ
ビ
エ
ル
は
将
軍
独
自
の
権
限
と
し
て
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
ザ
ビ
エ
ル
は
来

日
前
か
ら
入
京
ま
で
一
貫
し
て
ニ
コ
ラ
オ
・
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
か
ら
の
「
国
王
」
情
報
を
踏
襲

し
、
天
皇
と
将
軍
両
者
を
「
国
王
」
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
ザ
ビ
エ
ル
は
天
皇
と
将
軍
を
「
国
王
」
と
認
識
す
る
も
の
の
、
両
者
を
対
等
と
は
理
解
せ
ず
、

将
軍
は
天
皇
か
ら
全
責
任
を
委
ね
ら
れ
た
存
在
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
書
翰
に
記
さ
れ

て
い
る
内
容
自
体
は
将
軍
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
も
、
ザ
ビ
エ
ル
の
認
識
の
上
で
は
天
皇
か
ら
全
責
任
を

委
ね
ら
れ
た
将
軍
の
情
報
、
あ
る
い
は
天
皇
の
情
報
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
「
一
人
の
国
王
」
と
い

っ
た
場
合
天
皇
を
指
し
て
お
り
、
将
軍
よ
り
も
天
皇
を
重
視
し
て
い
た
。
「
絶
対
的
な
権
能
を
所
有
し
て
」

い
る
の
は
天
皇
と
の
理
解
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
国
王
」
が
誰
を
指
す
か
と
い
う
点
で
は
将
軍

で
あ
っ
て
も
、
ザ
ビ
エ
ル
の
認
識
す
る
「
国
王
」
は
将
軍
の
み
を
指
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。 

  

以
上
の
検
討
結
果
と
前
章
で
検
討
し
た
権
力
者
・
国
家
認
識
を
総
合
し
て
、
ザ
ビ
エ
ル
布
教
期
の
権
力
者

認
識
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
ザ
ビ
エ
ル
は
、
天
皇
と
将
軍
を
「
日
本
国
王
」
と
し
た
統
一
国
家
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
た
。
両
者
の
関
係
は
最
高
の
「
国
王
」
を
天
皇
と
し
、
そ
の
全
責
任
を
委
ね
ら
れ
た
「
国

王
」
が
将
軍
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
認
識
は
ザ
ビ
エ
ル
が
入
京
す
る
ま
で
一
貫
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
入
京
し
て
天
皇
の
非
力
さ
を
悟
り
、
当
該
期
の
実
力
者
は
大
名
と
り
わ
け
大
内
義

隆
で
あ
っ
た
と
の
認
識
に
至
る
。
宣
教
師
は
こ
の
時
点
で
、
大
名
を
「
国
王
」
と
評
価
し
、
日
本
は
各
大

名
領
国
を
一
国
家
と
す
る
複
数
の
国
家
で
あ
る
と
理
解
し
た
。
こ
れ
が
ザ
ビ
エ
ル
布
教
期
の
日
本
の
権
力

者
・
国
家
理
解
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
ザ
ビ
エ
ル
布
教
期
の
権
力
者
認
識
は
、
当
該
期
の
社
会
情
勢
と
合
致
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
確
か
に
当
時
の
情
勢
を
言
い
得
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
貴
重
な
情
報
も
少
な
く
な
い
が
、
正
確

さ
と
い
う
点
で
は
邦
文
史
料
よ
り
は
劣
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
来
日
以
前
の
宣
教
師
の

情
報
は
間
接
的
に
入
手
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
西
洋
の
枠
組
み
に
当
て
は
め
た
た
め
大
き
な
歪
み

が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
要
な
の
は
、
宣
教
師
が
そ
の
時
点
で
こ
の
よ
う
に



認
識
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
何
故
宣
教
師
は
そ
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
る
こ
と
は
、
当
該
期
日
本
の
権
力
・
国
家
構
造
を
考
え
る
上
で
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
宣
教
師

の
権
力
者
・
国
家
認
識
の
変
遷
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
人
の
目
に
は
日
本
の
国
家
な
い
し
権
力
者

が
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
か
、
そ
し
て
中
近
世
移
行
過
程
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
っ
た
の
か
が
読
み

取
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

本
章
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
天
皇
と
将
軍
両
者
を
「
国
王
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
、

こ
れ
は
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
が
畿
内
布
教
を
行
う
時
も
同
様
で
あ
っ
た(

3
6
)

。
な
ぜ
、
宣
教
師
は
両
者
を
「
国

王
」
と
認
識
し
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
う
い
っ
た
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
く
の
か
。
こ
の

点
は
、
当
該
期
の
公
武
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 


